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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第49期

第２四半期連結
累計期間

第49期
第２四半期連結
会計期間

第48期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 5,508,433 2,777,004 12,273,122

経常利益又は損失（△）（千円） 64,789 △30,892 452,873

四半期（当期）純利益又は損失

（△）（千円）
△21,416 △43,182 298,282

純資産額（千円） － 11,651,969 11,866,986

総資産額（千円） － 14,664,412 14,925,569

１株当たり純資産額（円） － 1,542.14 1,569.65

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は損失金額（△）（円）
△2.90 △5.86 40.50

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 77.4 77.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
572,136 － 548,812

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△51 － △704,292

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△96,706 － △98,257

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 3,627,418 3,165,427

従業員数（人） － 753 705

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、１株当たり四半期（当期）純損失であり、潜在株

式が存在してないため記載しておりません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。
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２【事業の内容】

　当第2四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第2四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 753(98)

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、嘱託を含み、人材会社からの派遣社員は除いて

おります。）は（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

２．従業員数には、光華産業有限公司の委託生産工場の人員を含んでおります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 258(82)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー、嘱託を含み、人材会社からの派遣社員は除いており

ます。）は（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績を製品生産の業種ごとに示すと、次のとおりであります。（単位：千円）

品目
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

電気機器関連  

ＡＶ機器関連

ラベル、ステッカー、パネル
754,253

ＯＡ機器関連

ラベル、ステッカー、パネル
719,690

その他電気機器関連

ラベル、ステッカー、パネル
654,032

小計 2,127,975

輸送用機器関連

ラベル、ステッカー、パネル
246,764

印刷業界関連

ラベル、ステッカー
44,718

その他

ラベル、ステッカー、パネル等
199,269

小計 490,752

合計 2,618,728

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況を製品受注の業種ごとに示すと、次のとおりであります。

品目 受注高（千円） 受注残高（千円）

電気機器関連   

ＡＶ機器関連

ラベル、ステッカー、パネル
757,004 172,132

ＯＡ機器関連

ラベル、ステッカー、パネル
864,060 221,108

その他電気機器関連

ラベル、ステッカー、パネル
626,184 74,388

小計 2,247,248 467,629

輸送用機器関連

ラベル、ステッカー、パネル
242,495 31,702

印刷業界関連

ラベル、ステッカー
39,903 8,561

その他

ラベル、ステッカー、パネル等
227,974 39,451

小計 510,373 79,716

合計 2,757,622 547,345

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を製品販売の業種ごとに示すと、次のとおりであります。（単位：千円）

品目
当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

電気機器関連  

ＡＶ機器関連

ラベル、ステッカー、パネル
763,628

ＯＡ機器関連

ラベル、ステッカー、パネル
859,585

その他電気機器関連

ラベル、ステッカー、パネル
643,496

小計 2,266,711

輸送用機器関連

ラベル、ステッカー、パネル
241,205

印刷業界関連

ラベル、ステッカー
52,382

その他

ラベル、ステッカー、パネル等
216,705

小計 510,293

合計　 2,777,004

　（注）１．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．当第2四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績については、総販売実績に対する販売割合が10％未満

のため記載を省略しております。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第2四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）経営成績の分析

　　　①業績の状況

　　当第2四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発する世界的な金融不　安

の影響により為替や株式市場に著しい変動を与えると共に、企業収益への圧迫や個人消費も伸び悩むなど、景気　の減

速感が強まってまいりました。。

　　印刷業界におきましても、国内需要が減少傾向にあるなか、更に世界的な景気減速の影響を受け、受注環境は一　段

と厳しさを増してまいりました。

　　こうした情勢下にあって当社グループは、積極的な営業活動の展開と品質管理の徹底を図り、業績向上に取り組　ん

でまいりました。

　　これらの結果、当第2四半期の連結売上高は2,777百万円となりました。利益面につきましては、営業損失25百万　円、

経常損失30百万円、四半期純損失43百万円となりました。

　

　　　　所在地別セグメントの業績は、次のとおりであります。

　　　　　イ．日本

　　　　　　　国内は売上高2,089百万円、営業損失は69百万円となりました。

　　　　　ロ．アジア

　　　　　　　アジアは売上高687百万円、営業利益は52百万円となりました。　

　

　　　②事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　当第2四半期連結会計期間において当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

　　　③研究開発活動

　　　　該当事項はありません。

　

(2）財政状態の分析

　　　①資産、負債、純資産の状況

　　　当第2四半期末における総資産の残高は14,664百万円（前連結会計年度末は14,925百万円）となり、261百万円　　減

少いたしました。これは、主に売上債権の回収により現金及び預金が274百万円増加いたしましたが、受取手　　形及び

売掛金が659百万円減少したこと等、流動資産の減少によるものであります。

　　　負債総額は3,012百万円（前連結会計年度末は3,058百万円）となり、46百万円減少いたしました。これは、　　　主に

支払手形及び買掛金等の仕入債務が95百万円減少したこと等によるものであります。

　　　また、純資産額は11,651百万円（前連結会計年度末11,866百万円）となり、215百万円減少いたしました。以　　上の

結果、自己資本比率は77.4％（前連結会計年度末77.4％）となりました。

　

　　　②当第2四半期連結会計期間のキャッシュ・フローの状況

　　　当第2四半期連結会計期間における現金同等物（以下「資金」という。）は、第1四半期連結会計期間末に比べ　　

173百万円増加し、当第2四半期連結会計期間末においては3,627百万円となりました。

　　　当第2四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　営業活動により獲得した資金は196百万円となりました。

　　　主な増加要因は、当第2四半期連結会計期間の減価償却費74百万円、売上債権の減少額221百万円であり、主な　　減

少要因は、仕入債務の減少額70百万円等によるものであります。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　投資活動により使用した資金は39百万円となりました。

　　　主な要因は、有形固定資産の取得による支出29百万円等によるものであります。

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　財務活動により使用した資金は0百万円となりました。

　　　これは自己株式の取得による支出によるものであります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第2四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第2四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,200,000

計 15,200,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 7,378,800 7,378,800 ジャスダック証券取引所

完全議決権株式

であり、権利内容

に何ら限定のな

い当社における

標準となる株式

計 7,378,800 7,378,800 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年7月1日～　

平成20年9月30日
－ 7,378,800 － 1,850,750 － 2,272,820
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　土屋工業株式会社 　東京都千代田区麹町二丁目４番地 703 9.52

　佐伯　初郎 　東京都練馬区 366 4.96

　株式会社三井住友銀行 　東京都千代田区有楽町一丁目１番２号 364 4.93

　長井　トミ 　東京都中野区 343 4.65

　株式会社みずほ銀行

　（常任代理人　資産管理サービ

　ス信託銀行株式会社）

　東京都千代田区内幸町一丁目１番５号

　（東京都中央区晴海一丁目８番12号）
320 4.33

　メロンバンクノントリーティー

　クライアンツオムニバス

　（常任代理人　香港上海銀行東

　京支店）

　ONE BOSTON PLACE BOSTON,MA02108

　（東京都中央区日本橋三丁目11番１号）
317 4.29

　鈴木　佳子 　東京都目黒区 315 4.27

　鮫島　英子 　長崎県長崎市 274 3.72

　土田　精一 　東京都国分寺市 237 3.21

　小舘　雅子 　東京都杉並区 232 3.15

計 － 3,474 47.08
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（６）【議決権の状況】

　

　　　①【発行済株式】

　 平成20年9月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
　　　　　　普通株式　

16,000
－

権利内容になんら限定の

ない当社における標準と

なる株式　

完全議決権株式（その他）
　　　　　　普通株式

7,301,000
7,301 同上

単元未満株式
　　　　　　普通株式

61,800
－ 同上

発行済株式総数 7,378,800 － －

総株主の議決権 － 7,301 －

　

　

②【自己株式等】

　 平成20年9月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　三光産業株式会社
　東京都渋谷区神宮前三丁

目42番6号
16,000 － 16,000 0.22

計 － 16,000 － 16,000 0.22

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 1,050 1,030 1,030 950 947 945

最低（円） 1,040 1,030 940 945 947 945

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,707,479 3,433,235

受取手形及び売掛金 3,406,140 4,065,396

有価証券 157,321 72,560

製品 453,977 415,512

原材料 298,161 245,294

仕掛品 115,509 150,746

その他 256,087 130,283

貸倒引当金 △4,220 △4,559

流動資産合計 8,390,456 8,508,470

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,304,484 1,372,059

土地 1,611,902 1,615,375

その他（純額） 949,805 966,539

有形固定資産合計 ※
 3,866,192

※
 3,953,975

無形固定資産

ソフトウエア 14,135 13,831

無形固定資産合計 14,135 13,831

投資その他の資産

長期定期預金 1,600,000 1,600,000

その他 888,914 949,457

貸倒引当金 △95,285 △100,165

投資その他の資産合計 2,393,628 2,449,292

固定資産合計 6,273,956 6,417,098

資産合計 14,664,412 14,925,569

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,028,181 2,124,177

未払法人税等 72,659 79,928

賞与引当金 183,459 173,400

役員賞与引当金 － 14,000

その他 373,291 309,975

流動負債合計 2,657,591 2,701,482

固定負債

退職給付引当金 178,483 176,730

長期未払金 143,445 143,445

その他 32,923 36,925

固定負債合計 354,851 357,100

負債合計 3,012,443 3,058,583
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,850,750 1,850,750

資本剰余金 2,272,820 2,272,820

利益剰余金 7,343,969 7,461,114

自己株式 △13,967 △12,988

株主資本合計 11,453,572 11,571,696

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 44,431 59,730

為替換算調整勘定 △143,774 △73,006

評価・換算差額等合計 △99,343 △13,276

少数株主持分 297,740 308,566

純資産合計 11,651,969 11,866,986

負債純資産合計 14,664,412 14,925,569
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 5,508,433

売上原価 4,488,417

売上総利益 1,020,015

販売費及び一般管理費

役員報酬及び給料手当 400,451

賞与引当金繰入額 107,788

退職給付費用 21,957

福利厚生費 83,812

貸倒引当金繰入額 1,689

その他 377,102

販売費及び一般管理費合計 992,802

営業利益 27,213

営業外収益

受取利息 14,915

受取配当金 5,912

為替差益 8,226

その他 11,739

営業外収益合計 40,793

営業外費用

その他 3,217

営業外費用合計 3,217

経常利益 64,789

特別利益

固定資産売却益 897

貸倒引当金戻入額 1,418

特別利益合計 2,316

特別損失

固定資産処分損 331

投資有価証券評価損 16,687

災害による損失 19,148

たな卸資産廃棄損 6,268

特別損失合計 42,435

税金等調整前四半期純利益 24,670

法人税、住民税及び事業税 13,953

法人税等調整額 26,527

法人税等合計 40,481

少数株主利益 5,605

四半期純損失（△） △21,416
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 2,777,004

売上原価 2,280,804

売上総利益 496,199

販売費及び一般管理費

役員報酬及び給料手当 200,652

賞与引当金繰入額 55,438

退職給付費用 9,621

福利厚生費 40,596

貸倒引当金繰入額 1,689

その他 213,216

販売費及び一般管理費合計 521,215

営業損失（△） △25,015

営業外収益

受取利息 8,100

受取配当金 183

その他 5,546

営業外収益合計 13,830

営業外費用

為替差損 16,659

その他 3,048

営業外費用合計 19,707

経常損失（△） △30,892

特別利益

固定資産売却益 897

貸倒引当金戻入額 784

特別利益合計 1,681

特別損失

固定資産処分損 331

投資有価証券評価損 16,687

災害による損失 3,148

たな卸資産廃棄損 4,790

特別損失合計 24,957

税金等調整前四半期純損失（△） △54,168

法人税、住民税及び事業税 2,366

法人税等調整額 △16,982

法人税等合計 △14,616

少数株主利益 3,630

四半期純損失（△） △43,182
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 24,670

減価償却費 143,648

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,752

賞与引当金の増減額（△は減少） 10,059

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,218

受取利息及び受取配当金 △20,827

投資有価証券評価損益（△は益） 16,687

売上債権の増減額（△は増加） 648,711

たな卸資産の増減額（△は増加） △57,456

その他の流動資産の増減額（△は増加） △107,173

仕入債務の増減額（△は減少） △82,237

その他 17,252

小計 575,867

利息及び配当金の受取額 20,827

法人税等の支払額 △24,558

営業活動によるキャッシュ・フロー 572,136

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 84,521

有形固定資産の取得による支出 △46,249

その他 △38,322

投資活動によるキャッシュ・フロー △51

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △979

配当金の支払額 △95,727

財務活動によるキャッシュ・フロー △96,706

現金及び現金同等物に係る換算差額 △13,387

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 461,991

現金及び現金同等物の期首残高 3,165,427

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,627,418
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

　

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

　　たな卸資産

　通常の販売目的で保有するた

な卸資産については、従来移動

平均法による原価法によって

おりましたが、第1四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評

価に関する会計基準」（企業

会計基準第9号 平成18年7月5

日）が適用されたことに伴い、

移動平均法による原価法（貸

借対照表価額については収益

性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）により算出しており

ます。

　これにより、当第2四半期連結

累計期間の営業利益、経常利益

及び税金等調整前四半期純利

益は、それぞれ3,862千円減少し

ております。

　なお、セグメント情報に与え

る影響は、当該箇所に記載して

おります。

　

(2）「連結財務諸表作成における在外子

　　会社の会計処理に関する当面の取扱

　　い」の適用

　第１四半期連結会計期間よ

り、「連結財務諸表作成におけ

る在外子会社の会計処理に関

する当面の取扱い」（実務対

応報告第18号 平成18年5月17

日）を適用し、連結決算上必要

な修正を行なっております。

　これによる損益への影響は、

軽微であります。

　なお、セグメント情報に与え

る影響は、当該箇所に記載して

おります。
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【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．固定資産の減価償却費の

算定方法

　減価償却費の方法として定率法を採用し

ている固定資産については、連結会計年度

に係る減価償却費の額を期間按分して算定

しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　　該当事項はありません。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、3,885,020千円であ

ります。

　

※　有形固定資産の減価償却累計額は、3,802,782千円であ

ります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年9月30日現在)

現金及び預金勘定 3,707,479千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △237,382千円

有価証券 157,321千円

現金及び現金同等物 3,627,418千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　7,378,800株

　

　

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　16,172株

　

　

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

　

　

４．配当に関する事項

　配当金支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年6月27日

定時株主総会
普通株式 95,727 13 平成20年3月31日 平成20年6月30日 　利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

　当社グループは、接着剤付きラベル、ステッカー、パネル等の特殊印刷製品の企画並びに製造販売という単一産

業区分に属する事業を行っている専門メーカーですので、当該セグメント以外に開示基準に該当するセグメント

がありません。このため事業の種類別セグメント情報の開示を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 2,089,296 687,707 2,777,004 － 2,777,004

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
195,580 9,622 205,202 (205,202) －

計 2,284,876 697,330 2,982,207 (205,202) 2,777,004

営業利益又は営業損失（△） △69,791 52,277 △17,514 △7,501 △25,015

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 4,229,651 1,278,781 5,508,433 － 5,508,433

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
362,075 18,095 380,170 (380,170) －

計 4,591,727 1,296,876 5,888,604 (380,170) 5,508,433

営業利益又は営業損失（△） △125,149 154,510 29,361 △2,148 27,213

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

アジア…………マレーシア、香港、中国

３．会計処理の方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１.（１）に記載のとおり、通常の販

売目的で保有するたな卸資産については、従来、移動平均法による原価法によっておりましたが、第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第9号 平成18年7月5日）が適

用されたことに伴い、移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法）により算定しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第2四半期

連結累計期間の営業利益は、日本で3,862千円減少しております。

（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１.（２）に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務

対応報告第18号 平成18年5月17日）を適用し、連結決算上必要な修正を行なっております。これによる損

益への影響は、軽微であります。
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

 アジア 計

Ⅰ．海外売上高（千円） 696,384 696,384

Ⅱ．連結売上高（千円） － 2,777,004

Ⅲ．連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 25.1 25.1

当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 アジア 計

Ⅰ．海外売上高（千円） 1,296,728 1,296,728

Ⅱ．連結売上高（千円） － 5,508,433

Ⅲ．連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 23.5 23.5

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

アジア……マレーシア、シンガポール、タイ国、インドネシア、フィリピン、香港、中国

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（有価証券関係）

　 その他有価証券で時価のあるものが、事業運営において重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末日に比べ

 て著しい変動が認められるものはありません。

（デリバティブ取引関係）

　通貨関連のデリバティブ取引は事業の運営において重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著し

い変動が認められるものはありません。

　

（ストック・オプション等関係）

　　　　　該当事項はありません。　

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,542.14円 １株当たり純資産額 1,569.65円

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 2.90円

　　なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額は、　１

株あたり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在　しない

ため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 5.86円

　　なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額は、　１

株あたり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在　しない

ため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純損失（千円） 21,416 43,182

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 21,416 43,182

期中平均株式数（千株） 7,363 7,362

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

　

（リース取引関係）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行なっており、

リース取引残高が前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められるものはありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月13日

三光産業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任
社員
業務執行社員

 公認会計士 戸塚　輝夫　　印

 
指定有限責任
社員
業務執行社員

 公認会計士 鳥羽　正浩　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三光産業株式会社の

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三光産業株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半　

期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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